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【手続補正書】
【提出日】平成30年12月5日(2018.12.5)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　通信装置であって、
　NAN（Neighbor Awareness Networking）クラスタ内に存在する他の通信装置に関する装
置情報の取得要求である第１の取得要求信号を第１の他の通信装置から受信する第１の受
信手段と、
　前記第１の受信手段により前記第１の取得要求信号が受信された場合、前記第１の取得
要求信号に対応する第２の取得要求信号を前記クラスタに送信する第１の送信手段と、
　所定時間、前記第１の送信手段により送信された前記第２の取得要求信号に対する複数
の他の通信装置の各々からの信号の受信を待ち受ける第２の受信手段と、
　前記第２の受信手段より前記複数の他の通信装置の各々から受信した信号に含まれる前
記複数の他の通信装置の各々の装置情報を、まとめて前記第１の他の通信装置に送信する
第２の送信手段と、
　を有することを特徴とする通信装置。
【請求項２】
　前記所定時間を決定する決定手段を更に有することを特徴とする請求項１に記載の通信
装置。
【請求項３】
　前記決定手段は、前記第１の取得要求信号に対応する要求を送信する回数に関する回数
情報に基づいて、前記所定時間を決定することを特徴とする請求項２に記載の通信装置。
【請求項４】
　前記回数情報は、前記第１の取得要求信号に含まれていることを特徴とする請求項３に
記載の通信装置。
【請求項５】
　前記クラスタのDiscovery Window期間の後半において前記複数の他の通信装置のいずれ
からか信号を受信した場合、前記決定手段は、当該信号を受信したDiscovery Window期間
の次のDiscovery Window期間を含む時間を前記所定時間として決定することを特徴とする
請求項２に記載の通信装置。
【請求項６】
　前記第１の受信手段は、前記クラスタのDiscovery Window期間において、第１の取得要
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求信号を受信することを特徴とする請求項１から５のいずれか１項に記載の通信装置。
【請求項７】
　前記第１の送信手段は、前記クラスタのDiscovery Window期間において、第２の取得要
求信号を送信することを特徴とする請求項１から６のいずれか１項に記載の通信装置。
【請求項８】
　前記第２の受信手段は、前記クラスタのDiscovery Window期間において、前記第２の取
得要求信号に対する複数の他の通信装置の各々からの信号の受信を待ち受けることを特徴
とする請求項１から７のいずれか１項に記載の通信装置。
【請求項９】
　前記第２の送信手段は、前記クラスタのDiscovery Window期間において、前記複数の他
の通信装置の各々の前記装置情報を、まとめて前記第１の他の通信装置に送信することを
特徴とする請求項１から８のいずれか１項に記載の通信装置。
通信装置。
【請求項１０】
　前記装置情報には、当該他の通信装置が提供するサービスに関する情報が含まれること
を特徴とする請求項１から９のいずれか１項に記載の通信装置。
【請求項１１】
　前記装置情報には、当該他の通信装置の前記クラスタにおける役割に関する情報が含ま
れることを特徴とする請求項１から１０のいずれか１項に記載の通信装置。
【請求項１２】
　通信装置の制御方法であって、
　NAN（Neighbor Awareness Networking）クラスタ内に存在する他の通信装置に関する装
置情報の取得要求である第１の取得要求信号を第１の他の通信装置から受信する第１の受
信工程と、
　前記第１の受信工程において前記第１の取得要求信号が受信された場合、前記第１の取
得要求信号に対応する第２の取得要求信号を前記クラスタに送信する第１の送信工程と、
　所定時間、前記第１の送信工程において送信された前記第２の取得要求信号に対する複
数の他の通信装置の各々からの信号の受信を待ち受ける第２の受信工程と、
　前記第２の受信工程において前記複数の他の通信装置の各々から受信された信号に含ま
れる前記複数の他の通信装置の各々の装置情報を、まとめて前記第１の他の通信装置に送
信する第２の送信工程と、
　を有することを特徴とする通信装置の制御方法。
【請求項１３】
　コンピュータを、請求項１から１１のいずれか１項に記載の通信装置として機能させる
ためのプログラム。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　上記目的を達成するための一手段として、本発明の通信装置は以下の構成を有する。す
なわち、NAN（Neighbor Awareness Networking）クラスタ内に存在する他の通信装置に関
する装置情報の取得要求である第１の取得要求信号を第１の他の通信装置から受信する第
１の受信手段と、前記第１の受信手段により前記第１の取得要求信号が受信された場合、
前記第１の取得要求信号に対応する第２の取得要求信号を前記クラスタに送信する第１の
送信手段と、所定時間、前記第１の送信手段により送信された前記第２の取得要求信号に
対する複数の他の通信装置の各々からの信号の受信を待ち受ける第２の受信手段と、前記
第２の受信手段より前記複数の他の通信装置の各々から受信した信号に含まれる前記複数
の他の通信装置の各々の装置情報を、まとめて前記第１の他の通信装置に送信する第２の
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送信手段と、を有する。
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